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メ
ー
デ
ー
は
中
国
で
は
「
五
一
国
際
労
働
節
」
、

あ
る
い
は
「
五
二
と
も
よ
ぶ
。
メ
ー
デ
ー
が

世
界
労
働
者
の
日
と
し
て
確
立
さ
れ
て
か
ら

二
一
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
八

六
六
年
に
第
一
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、
ハ
時
間
労

働
制
度
の
主
張
が
初
め
て
な
さ
れ
た
。
一
ハ
ハ

六
年
五
月
一
日
に
は
合
衆
国
・
カ
ナ
ダ
職
能
労

働
組
合
連
盟
が
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
デ
モ
を
お

こ
な
っ
た
。
一
ハ
ハ
九
年
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

第
二
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
は
五
月
一
日

が
労
働
者
の
日
と
さ
だ
め
ら
れ
、
以
来
、
メ
ー

デ
ー
は
各
国
で
多
様
な
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら

展
開
さ
れ
て
き
た
。

中
国
の
メ
ー
デ
ー
は
一
九
〇
七
年
の
ハ
ル
ビ

ン
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
後
、
北
京
、
上
海
、
広
州
、
漢
口
、

九
江
、
唐
山
な
ど
の
都
市
で
労
働
者
の
デ
モ
が

お
こ
な
わ
れ
、
一
九
二
五
年
五
月
に
は
労
働
組

合
の
全
国
連
合
体
で
あ
る
中
華
全
国
総
工
会

が
広
州
で
創
立
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
政
府
政

務
院
は
メ
ー
デ
ー
を
祝
日
に
制
定
し
、
一
日
の

休
暇
を
設
け
た
。
社
会
主
義
政
権
に
な
っ
て
か

ら
の
メ
ー
デ
ー
は
、
労
働
者
が
そ
の
権
利
を
要

求
す
る
よ
う
な
デ
モ
は
な
く
な
り
、
そ
の
か
わ

り
政
府
主
催
の
祝
祭
や
パ
レ
ー
ド
、
中
華
全
国

総
工
会
主
催
の
優
秀
労
働
者
の
表
彰
式
が
お

も
な
行
事
と
な
っ
た
。
メ
ー
デ
ー
は
中
国
政
府

に
と
っ
て
社
会
主
義
諸
国
の
連
合
、
社
会
主
義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
労
働

観
念
と
労
働
者
の
姿
を
宣
伝
す
る
場
と
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
〇
年
に
天
津
で
お
こ

な
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
で
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を

運
転
す
る
農
民
女
性
が
い
て
、
新
し
い
時
代
の

農
村
機
械
化
と
労
働
す
る
女
性
の
姿
が
ア
ピ

ー
ル
さ
れ
た
。

建
国
初
期
の
政
府
は
メ
ー
デ
ー
を
き
わ
め

て
重
視
し
て
い
た
。
大
都
会
に
限
ら
ず
、
郷
・
鋲

の
よ
う
な
田
舎
で
も
パ
レ
ー
ド
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
。
わ
た
し
が
調
査
し
た
安
徽
省
宿
州

市
在
住
の
退
職
し
た
大
学
教
員
は
次
の
よ
う

に
回
顧
し
て
い
る
。

「
当
時
、
わ
た
し
は
回
鎮
中
学
校
の
生
徒
だ

っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
中
国
は
、
国
慶
節
よ

り
メ
ー
デ
ー
の
ほ
う
が
ず
っ
と
盛
大
で
あ
っ
た
。

安
徽
省
の
郷
・
鎮
レ
ベ
ル
で
は
国
慶
節
に
関
す

る
行
事
は
何
も
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
メ
ー

デ
1
に
な
る
と
、
固
鋲
で
は
必
ず
祝
典
と
パ
レ

ー
ド
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
祝
典
は
朝
ハ
時

か
ら
午
後
「
二
時
ま
で
開
催
さ
れ
、
党
、
政
府
、

組
合
、
婦
人
会
、
商
店
の
従
業
員
、
農
民
、
学
生

な
ど
が
五
〇
〇
〇
人
ほ
ど
参
加
し
て
い
た
。
各

界
の
代
表
が
次
か
ら
次
へ
と
講
壇
に
上
っ
て
ス

ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
が
、
下
の
人
は
真
剣
に
聞

い
て
い
な
か
っ
た
。
長
時
間
日
に
当
た
り
、
お

腹
も
す
い
て
、
み
ん
な
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
。

祝
典
が
終
わ
る
と
全
員
ま
た
パ
レ
ー
ド
に
加
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
い
と
思
う
人
は
あ
ま
り
い
な
か

っ
た
。
学
校
は
出
席
者
を
確
保
す
る
た
め
に
、

メ
ー
デ
ー
祝
典
へ
の
不
参
加
を
、
学
校
の
無
断

欠
席
と
し
て
あ
っ
か
つ
て
い
た
」
。

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
当
時

の
小
学
生
と
中
学
生
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
い
く

つ
か
を
覚
え
て
い
る
。
「
全
世
界
の
圧
迫
さ
れ

た
民
族
と
人
民
が
団
結
し
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
を
打
倒
せ
よ
ー
・
」
、
「
わ
れ
わ
れ
は
断
固
と

し
て
ソ
連
一
辺
倒
で
兄
貴
に
学
ぼ
う
」
、
「
ア
メ

リ
カ
に
抵
抗
し
、
朝
鮮
を
援
助
し
、
国
を
守
ろ

う
。
生
産
を
急
げ
、
前
線
を
応
援
し
よ
う
」
、
「
毛

沢
東
万
歳
－
・
万
歳
！
万
々
歳
－
」
。

政
治
色
が
な
く
な
っ
て

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
中
ソ
関
係
の
悪

化
、
人
民
公
社
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
の
発
生
、

文
化
大
革
命
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
の
た

め
、
郷
・
鎮
レ
ベ
ル
で
の
メ
ー
デ
ー
の
祝
典
と

パ
レ
ー
ド
は
中
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都

会
で
は
メ
ー
デ
ー
の
祝
典
は
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
の
規
模
は
建
国
初
期
と
は
比
べ
る
ぺ
く
も

な
か
っ
た
。
パ
レ
ー
ド
も
激
減
し
た
。
も
っ
と

も
「
五
一
遊
園
会
」
と
い
う
公
園
で
お
こ
な
わ

れ
る
交
歓
会
は
見
ら
れ
た
が
。

改
革
開
放
以
降
、
労
働
者
の
範
囲
も
、
肉
体

労
働
者
に
限
ら
ず
、
教
師
、
研
究
者
な
ど
の
頭

脳
労
働
者
ま
で
も
含
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

一
九
九
一
年
の
ソ
連
の
崩
壊
と
冷
戦
の
終
焉

に
と
も
な
い
、
政
府
主
催
の
メ
ー
デ
ー
行
事
は
、

社
会
主
義
諸
国
や
世
界
労
働
者
の
連
合
を
表

象
す
る
内
容
が
な
く
な
り
、
各
界
の
優
秀
労
働

者
を
表
彰
す
る
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
た
。
中

華
全
国
総
工
会
の
「
五
一
奨
章
」
（
勲
章
）
の
授

与
大
会
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
の
あ
い
だ
に
表
彰
さ
れ
た
全

国
五
一
奨
章
獲
得
者
は
一
万
六
七
四
三
人
に

の
ぼ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
は
三
〇
〇

〇
元
（
約
四
万
五
〇
〇
〇
円
）
の
賞
金
を
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
ー
カ
ル
版
の
「
五
一
奨

章
」
授
与
大
会
も
省
・
市
レ
ベ
ル
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
勢
変
化
と
民
衆
の

生
活
水
準
の
向
上
に
と
も
な
い
、
中
国
政
府
は

建
国
以
来
の
祝
日
と
記
念
日
を
調
整
し
た
。
一

九
九
九
年
に
国
務
院
が
公
布
し
た
「
全
国
祝
日

と
記
念
日
の
休
日
」
に
関
す
る
規
定
の
な
か
で
、

政
府
は
観
光
市
場
と
消
費
市
場
の
景
気
刺
激

を
目
的
と
し
て
、
五
月
の
メ
ー
デ
ー
と
一
〇
月

の
国
慶
節
を
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
の
休
日
と
し

た
。
そ
れ
は
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
旧
正
月
、
メ
ー
デ
ー
と
国
慶
節
の
三
つ

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
出
か
け
る
観
光
客

は
一
億
ハ
七
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
初
頭
か
ら
は
じ
ま
っ
た
中
国

の
メ
ー
デ
ー
は
、
国
際
情
勢
と
国
内
の
経
済
的
・

政
治
的
変
化
に
と
も
な
い
、
そ
の
日
的
、
主
催

者
と
実
施
形
態
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
。
二

一
世
紀
の
中
国
民
衆
に
と
っ
て
、
メ
ー
デ
ー
は

政
治
色
が
な
く
な
り
、
自
由
に
使
え
る
ゆ
と
り

の
時
間
に
な
っ
て
い
る
。
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